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第１回 東京都移動性向上委員会 

日時：平成 30 年 7 月 26（木）13 時 30 分～ 

場 所 ： 東 京 国 道 事 務 所 15 階 第 2 会 議 室 

議  事  次  第 

１．開会 

２．委員長挨拶 

３．委員の紹介 

４．議    事 

(1) 最新の交通状況による分析 

(2) 主要渋滞箇所の進捗状況及び見直し 

(3) 渋滞対策検討箇所 

(4) 最新の取り組みと整備効果 

５．閉  会 
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東京都移動性向上委員会 規約 

（名 称） 

第１条 本会は、「東京都移動性向上委員会」（以下「委員会」という）と称する。 

（目 的） 

第２条 委員会は、公正・中立な立場から、協働をモットーとして実施する各種移動性向上方策

に対して、道路利用者や国民の意識からずれがないか、さまざまな立場で議論する場と位

置づけ、東京都内の渋滞を解消し、円滑な交通流を確保するため、関係機関相互の調整を

図りつつ、渋滞ボトルネック箇所について効果的な対策の推進を図ることを目的とする。 

（審議事項） 

第３条 委員会は、前条の目的を達成するため、以下の事項について審議を行うものとする。 

   （１）渋滞発生状況の把握・分析 

   （２）主要な渋滞箇所の特定 

   （３）特定された渋滞箇所の対策検討 

   （４）その他、前条の目的を達成するために必要な事項  

（組 織） 

第４条 １．委員会は、第２条の目的を達成するため、各種関係団体、各行政機関等をもって組

織し、委員の構成は別紙のとおりとする。 

２．委員の追加・変更は、委員会の承認を要するものとする。 

（委員長） 

第５条 １．委員会には、委員長を置くものとする。 

２．委員長が職務を遂行出来ない場合は、予め委員長が指名する委員がその職務を代理

する。 

３．委員長は、必要に応じて委員以外の出席を求めることができる。 

（委員会の運営） 

第６条 １．委員会は、委員長の発議に基づいて開催する。 

２．委員長は、委員会の運営にあたり必要な資料等を事務局に求めることができる。 

（守秘義務） 

第７条 委員は、個人情報など公開することが望ましくない情報を漏らしてはならない。また、

その職を退いた後も同様とする。 

（委員会資料の公表）

第８条 委員会における資料については、委員会終了後、公表するものとする。

（事務局） 

第９条 １．委員会の運営に係わる事務を行わせるため、事務局を置くものとする。 

２．事務局は、国土交通省東京国道事務所交通対策課に置くものとする。 

資料 １ 



（その他） 

第１０条 この規約に定めるもののほか必要な事項は、その都度審議して定めるものとする。 

また、本規約の改正等は、本委員会の審議を経て行うことができるものとする。 

付則 この規約は、平成２４年 ８月２２日から施行する。 

   この規約は、平成２６年 ８月１９日から施行する。 
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教授

大口　敬

委員
国土交通省 関東地方整備局
東京国道事務所長 井上　圭介
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東京都移動性向上委員会　委員名簿



平成30年度

第１回

東京都移動性向上委員会

平成30年７月26日（木）

関東地方整備局 東京国道事務所
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委員会の経緯・委員会資料の構成
○ 平成25年1月に「主要渋滞箇所（433箇所）」を公表。第4回首都圏ボトルネック対策協議会を平成25年6月に開催し対応方針の決定。

○ BN協議会で示された結果から平成26年以降の東京都移動性向上委員会にて、モニタリング結果および渋滞対策等の内容を情報共有

○ 昨年度までに10箇所が解除され、一般道路の主要渋滞箇所は平成30年7月現在423箇所。

委員会の開催経緯

■ボトルネック協議会を踏まえ、移動性向上委員会を開催。
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委員会資料の構成

■ 本日ご議論いただきたいこと

（１）最新の交通状況による分析 ・・・３
１-１ 東京都内の渋滞状況の変化
１-２ 主要渋滞箇所のモニタリング結果の報告

（２）渋滞対策箇所の進捗状況 ・・・１０
２-１ 渋滞対策の進捗状況

（３）主要渋滞箇所の解除 ・・・１２
３-１ 主要渋滞箇所の解除の考え方
３-２ 主要渋滞箇所の解除候補箇所
３-３ 主要渋滞箇所の解除候補箇所（案）の提案

（４）渋滞対策検討箇所 ・・・２０
４-１ 渋滞対策検討箇所
４-２ 渋滞対策検討箇所の状況

（５）最新の取り組みと整備効果 ・・・２８
５-１ 国道357号 辰巳交差点のピンポイント渋滞対策
５-２ 国道357号 有明二丁目交差点のピンポイント渋滞対策
５-３ 国道16号 八王子拡幅
５-４ 国道16号 八王子～瑞穂拡幅
５-５ 中央道WGの進捗状況報告
５-６ 東京外かく環状道路（関越～東名）
５-７ 東京外かく環状道路（千葉県区間）
５-８ 首都高速 晴海線（晴海～豊洲）
５-９ 首都高速 堀切小菅JCT間改良
５-１０ 首都高速 板橋・熊野町JCT改良
５-１１ 国分寺3・2・8号府中所沢線
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（１）最新の交通状況による分析



（１）最新の交通状況による分析

○ 都内全ての主要渋滞箇所を対象に、毎年更新される最新のプローブデータ（集計期間１～12月）を用いて、渋滞状況の変化を把握する「モニタリ

ング」を毎年実施します。

○ モニタリングは主要渋滞箇所の選定時の旅行速度の２つの指標である①平日昼間12時間平均旅行速度（20km/h以下）、②平日ピーク時平均旅

行速度（10km/h以下）で実施しています。

○ 個々の渋滞対策検討については、全箇所を対象とした毎年のモニタリング結果を踏まえ、対策の方向性の検討、対策の実施を図ります。

■P･D･C･Aサイクルの実現により、毎年度、渋滞状況の変化をモニタリングします。

渋滞対策検討渋滞状況のモニタリング

主要渋滞箇所全体で、概ね1年で1サイクルを展開 箇所毎に事業実施サイクルで展開

渋滞対策の立案・事業化
主要渋滞箇所について、各道路管理者や警察が道路利用者

の協力を得つつ、対策優先度、対策の方向性を検討・立案

対策の実施
各道路管理者が個別に立案した対策に基

づき対策を実施

他機関の実施施策等との調整を図りながら

対策を実施

Ｐｌａｎ （計画）

対策の追加検討
道路管理者が、モニタリング等による確認・検証を踏

まえた渋滞対策の追加検討

周辺の交通状況を踏まえた対策の追加検討

Do（実行）
Ａｃｔｉｏｎ（改善）

整備効果の検証
最新の交通データに基づく渋滞状況の把握から整備の効果を

検証

周辺の交通状況についても確認・検証

Ｃｈｅｃｋ（モニタリング）

Ａｃｔｉｏｎ（改善）

渋滞状況の変化を検証

Ｃｈｅｃｋ（モニタリング）

 主要渋滞箇所の著しい悪化・改善箇所に関す
る課題抽出・要因分析

 道路整備の完了や大規模商業施設出店、工
事の影響など、広い範囲・視点で状況変化の
要因を検証

主要渋滞箇所の見直し 渋滞状況の把握

モニタリング項目・評価方針の検討
箇所の見直しに向けた考え方の整理

Ｄｏ（実行）

Ｐｌａｎ （計画）

主要渋滞箇所の
モニタリング・見直し方針検討

 最新のプローブデータの集計（暦年1年分）
 プローブデータによる現状把握・変化動向
の把握

箇所の見直し

【参考】主要渋滞箇所のモニタリングの考え方
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（１）最新の交通状況による分析

○ 東京都内全域の一般道路を対象とした場合、H23→H29における12時間平均速度は21.5km/h→20.5km/hと、若干低い値となっています
（H28→H29微減）。

○ また、5km四方の地域（グリッド）別に見ると、12時間平均速度が下降方向に変化している地域があります。

■東京都全体の渋滞状況を俯瞰した場合、大きな変化はみられません。

１-１ 東京都内の渋滞状況の変化①（東京都内全体の速度分布）

5

※ETC2.0データ（H29.1～12）を集計
※一般道路：一般国道、主要地方道、一般都道
※東京都内のグリッド総数：87
計算対象とした5km以上の道路延長を有するグリッド数 78

羽田周辺
（大田区）

20km未満
20-30km
30-40km
40km/h以上



（１）最新の交通状況による分析

6

１-１ 東京都内の渋滞状況の変化②

■東京都全域（平日）の直轄国道の渋滞状況

両国拡幅

新宿駅南口地区
基盤整備事業

渋谷駅周辺
整備事業

新宿拡幅

八王子南BP

日野BP

八王子拡幅

八王子～瑞穂
拡幅

常時混雑 ：昼間12時間のうち平均速度20km/h未満の
時間帯が7時間以上

ピーク時混雑 ：昼間12時間のうち平均速度20km/h未満の
時間帯が7時間未満で4時間以上

時間帯で速度差あり：昼間12時間のうち平均速度20km/h未満の
時間帯が4時間未満かつ
速度のばらつきが10km/h以上

容量に余裕あり ：昼間12時間のうち平均速度20km/h未満の
時間帯が4時間未満かつ
速度のばらつきが10km/h未満

東京外環

亀戸小松川立体

東京港トンネル

新木場立体

速度：ETC2.0データ（H29.1～12）
交通量：H27一般交通量調査

小日向拡幅

町田立体
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【 左軸】 交通量（ 台/h） 【 右軸】 旅行速度（ km/h）
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【 左軸】 交通量（ 台/h） 【 右軸】 旅行速度（ km/h）

国道14号(東小松川交差点付近)【 都心方向】
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【 左軸】 交通量（ 台/h） 【 右軸】 旅行速度（ km/h）
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【 左軸】 交通量（ 台/h） 【 右軸】 旅行速度（ km/h）

国道4号(環七周辺)【 都心方向】
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【 左軸】 交通量（ 台/h） 【 右軸】 旅行速度（ km/h）

国道6号(中川大橋周辺)【 都心方向】



（１）最新の交通状況による分析
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１-１ 東京都内の渋滞状況の変化③

■東京都都心部（平日）の直轄国道・主要地方道の渋滞状況

東名高速

中央道

中央環状線小日向拡幅

両国拡幅

新宿駅南口地区
基盤整備事業

渋谷駅周辺
整備事業

環状７号線
新宿拡幅

東京外環

亀戸小松川立体

東京港トンネル

郊外部の直轄国道では、
局所的に混雑が発生

環状８号線に
交通が集中

常時混雑 ：昼間12時間のうち平均速度20km/h未満の
時間帯が7時間以上

ピーク時混雑 ：昼間12時間のうち平均速度20km/h未満の
時間帯が7時間未満で4時間以上

時間帯で速度差あり：昼間12時間のうち平均速度20km/h未満の
時間帯が4時間未満かつ
速度のばらつきが10km/h以上

容量に余裕あり ：昼間12時間のうち平均速度20km/h未満の
時間帯が4時間未満かつ
速度のばらつきが10km/h未満

直轄国道では環状道路との接続部に流入する方向を中心に混雑が発生
直轄国道を結ぶ主要地方道でも混雑が発生

速度：ETC2.0データ（H29.1～12）

環状方向の主要地方道に
交通が集中している



国 道

１

国 道

１４

国 道

２０

国 道

１６

国 道

１７

国 道

３５７

国 道

２４６

国 道

１６

国 道

２０

国 道

１５

国 道

４

国 道

６国 道

２５４

（１）最新の交通状況による分析

○ H29プローブデータを用いてモニタリングをした結果、平日昼間12時間平均旅行速度が20km/h以下、平日ピーク時旅行速度10km/h以下に該当
した箇所は182箇所（約43%）ありました。

〈平均・ピーク時ともに該当182箇所、平均のみ該当116箇所、ピーク時のみ該当34箇所、該当なし91箇所〉

■一般道路の主要渋滞箇所423箇所のうち、 H29モニタリングでモニタリング２指標（ピーク時・
平均旅行速度）に該当した箇所は182箇所ありました。

１-２ 主要渋滞箇所のモニタリング結果の報告（モニタリング指標の該当状況の点検：一般道路）

凡例
H29でモニタリング２指標
に該当した箇所
（182箇所）

8

■主要渋滞箇所のモニタリング指標
（主要渋滞箇所の選定時の平日の旅行速度２要件）
【A】平日昼間12時間平均旅行速度が20km/h以下
【B】平日ピーク時平均旅行速度が10km/h以下

※交差点の平均流入速度は、流入区間毎のH29ETC2.0データ（H29.1～12）による旅
行速度をH27一般交通量調査の交通量で加重平均して 算出

国 道

３５７

国 道

２０
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（１）最新の交通状況による分析

○ H29プローブデータを用いてモニタリングをした結果、平日昼間12時間平均旅行速度が20km/h以下、平日ピーク時旅行速度10km/h以下のいず
れにも該当していない箇所は91箇所（約22%）ありました。

〈平均・ピーク時ともに該当182箇所、平均のみ該当116箇所、ピーク時のみ該当34箇所、該当なし91箇所〉

■一般道路の主要渋滞箇所423箇所のうち、H29モニタリングでモニタリング２指標（ピーク時・
平均旅行速度）に該当していない箇所は91箇所ありました。

１-２ 主要渋滞箇所のモニタリング結果の報告（モニタリング指標の該当状況の点検：一般道路）

凡例
H29でモニタリング２指標
に該当していない箇所
（91箇所）

9

■主要渋滞箇所のモニタリング指標
（主要渋滞箇所の選定時の平日の旅行速度２要件）
【A】平日昼間12時間平均旅行速度が20km/h以下
【B】平日ピーク時平均旅行速度が10km/h以下

※交差点の平均流入速度は、流入区間毎のH29ETC2.0データ（H29.1～12）による旅
行速度をH27一般交通量調査の交通量で加重平均して 算出

国 道

３５７

国 道

２０
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（２）渋滞対策箇所の進捗状況



29
24%

30
24%

64
52%

直轄国道（N=123）

対策完了 対策中 検討中

26
9%

117
39%

157
52%

都道・市区町村道（N=300）

対策完了 対策中 検討中

（２）渋滞対策箇所の進捗状況
２-１ 渋滞対策の進捗状況
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■一般道路の主要渋滞箇所423箇所における渋滞対策の進捗状況は、対策完了、対策中
合わせて202箇所 （全体の5割程度）となっています。

○ 直轄国道の主要渋滞箇所123箇所のうち、対策完了箇所は29箇所、対策中箇所は30箇所となっています。

○ 都道・市区町村道の主要渋滞箇所300箇所のうち、対策完了箇所は26箇所、対策中箇所は117箇所となっています。



（３）主要渋滞箇所の解除
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主要渋滞箇所（平成29年度末時点）

渋滞対策の
実施・完了

効果検証
（モニタリング）

完了
未実施
実施中

2年間継続して
効果が見られる

解除候補箇所

移動性向上委員会での審議
（判断）

対策必要なし 対策必要あり

モニタリング
２指標に該当

主要渋滞箇所

効果が
見られない

5年間継続して
２指標ともクリアしている

（踏切のみ）

当該交差点を対象とした渋滞対策による直接的な効果
や当該交差点周辺での他事業による間接的な効果な

ど、効果の要因を確認

道路管理者・交通管理
者・道路利用者の評価
（ヒアリングの実施）

5年間で２指標いずれかに
該当している年がある

423箇所

解除を検討する

経過観察
（3年後に再度評価）

渋滞
あり

渋滞なし
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（３）主要渋滞箇所の解除

① 渋滞対策が実施された主要渋滞箇所55箇所のうち、対策実施後2年間継続して効果が顕れている7箇所について、主要渋滞箇所の解除を検討
します。

② 渋滞対策は実施されていないものの、直近5年間継続してモニタリングの２つの指標ともに該当しない13箇所について、道路管理者および交通管
理者・道路利用者の評価（ヒアリングの実施）を考慮して、主要渋滞箇所の解除を検討します。

③ 道路利用者へのヒアリングは、トラック協会・バス協会を想定する。

■主要渋滞箇所の解除の考え方に従って、解除箇所を選定します。

３-１ 主要渋滞箇所の解除の考え方

【A】 平日昼間12時間平均旅行速度が

20km/h以下

【B】 平日ピーク時平均旅行速度が

10km/h以下

■主要渋滞箇所のモニタリング指標
（主要渋滞箇所の選定時の平日の旅行速度２要件）

0箇所

55箇所

368箇所

13箇所

7箇所0箇所

48箇所

355箇所

②

①

※1 ※1 効果検証（モニタリング）では昼間12時間・
ピーク時旅行速度より検証を行っている。

※2 効果が見られないには、対策後2年を経過
していない4箇所を含む7箇所

※2



３-２ 主要渋滞箇所の解除候補箇所①

（３）主要渋滞箇所の解除

■渋滞対策が実施された主要渋滞箇所のうち、対策実施後、2年間継続して効果が顕れている箇所
が存在しています。

■対策実施後、2年間継続して効果が顕れている箇所（7箇所）

番号 路線名 交差点名 実施済みの対策

１ 環状8号線 蒲田郵便局前交差点
一般国道15号
蒲田駅周辺整備（H24）

２ 一般国道15号 南蒲田交差点

３ 一般国道357号 環七大井ふ頭交差点 大井環七立体(H26)

４
一般国道14号
（京葉道路）

一之江一丁目交差点 需要予測信号(H25)

５ 東京市川線 葛西工業高校前交差点 需要予測信号(H26)

６ 一般国道4号 梅島陸橋交差点 需要予測信号(H23)

７ 一般国道4号 千住宮元町交差点
需要予測信号(H24)、
車線分離標(H25)

14

①蒲田郵便局前交差点 ②南蒲田交差点

⑤葛西工業
高校前交差点

⑥梅島陸橋交差点

⑦千住宮元町交差点

④一之江
一丁目交差点

国 道

２０

国 道

１

国 道

６

国 道

１５

国 道

４

国 道

１４

国 道

２４６

国 道

２５４

国 道

１７

国 道

３５７

国 道

１６

③環七大井ふ頭交差点



（３）主要渋滞箇所の解除
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３-２ 主要渋滞箇所の解除候補箇所

１ 蒲田駅周辺整備
（蒲田立体）
H24.12供用２

１．蒲田郵便局前交差点（環状８号線）

環状8号線

国 道

１５

国 道

１５

【参考】
立体交差本線速度
（国道15号）
30.8km/h
31.2km/h

※昼間12時間平均）

２．南蒲田交差点（一般国道15号）

5.1 5.6
6.4

14.8

21.3 
19.5 

13.5 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

ピーク時

(km/h)

蒲田駅周辺整備
（H24.12）

ピーク時旅行速度

指標×××

13.0
11.5 11.9

20.4

29.3 28.8 

20.4 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

平均

(km/h)

12時間平均旅行速度

蒲田駅周辺整備
（H24.12）

指標

×××

7.0
9.4

16.8
14.8

13.3 13.8 14.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

ピーク時

(km/h)

蒲田駅周辺整備
（H24.12）

×× 指標

ピーク時旅行速度

17.9 17.8

26.8

20.5 21.6 
23.2 22.2 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

平均

(km/h)

蒲田駅周辺整備
（H24.12）

指標

12時間平均旅行速度

××

蒲田駅周辺整備（H24.12）から２年後以降、
旅行速度が改善し、基準をクリア

蒲田駅周辺整備（H24.12）以降、旅行速度が改善し、
基準をクリア

※グラフの速度は、流入区間毎の各年のプローブデータ（H28年までは民プロ、H29年はETC2.0データ）の昼間12時間旅行速度を一般交通量調査（H28及びH29速度はH27年値、その他はH22年
値）の昼間12時間交通量で加重平均して算出した交差点の平均流入速度



（３）主要渋滞箇所の解除
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３-２ 主要渋滞箇所の解除候補箇所

大井環七立体整備（H26.2）もあり、経年で基準をクリア

27.1
24.8

27.0

30.8

26.7 25.6 26.9 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

平均

(km/h)

３

国 道

１６4357

16.0
17.618.3

24.0

19.9 

14.1 

17.9 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

ピーク時

(km/h)
大井環七立体
（H26）

※グラフの速度は、流入区間毎の各年のプローブデータ（H28年までは民プロ、H29年はETC2.0データ）の昼間12時間旅行速度を一般交通量調査（H28及びH29速度はH27年値、その他はH22年
値）の昼間12時間交通量で加重平均して算出した交差点の平均流入速度

指標

ピーク時旅行速度

大井環七立体
（H26）

指標

12時間平均旅行速度

３．環七大井ふ頭交差点



（３）主要渋滞箇所の解除
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３-２ 主要渋滞箇所の解除候補箇所

４．一之江一丁目交差点

国 道

１６14

環
状
7
号
線

新大橋通り

５．葛西工業高校前交差点

10.4
11.7

10.3 10.6 10.1 10.4 10.7 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

ピーク時

(km/h)

26.2 25.5
23.5 23.5

20.1 20.8 21.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

平均

(km/h)

9.9
12.0 12.1 11.5

17.0 16.8 17.6 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

ピーク時

(km/h)

21.5 21.5 21.5 21.2 21.4 21.5 21.8 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

平均

(km/h)

指標

指標

需要予測信号
（H25）

需要予測信号
（H25）

ピーク時旅行速度 12時間平均旅行速度

指標 指標

需要予測信号
（H26）

需要予測信号
（H26）

×

４

５

需要予測信号導入（H25）もあり、経年で基準をクリア

需要予測信号導入（H25）もあり、経年で基準をクリア

※グラフの速度は、流入区間毎の各年のプローブデータ（H28年までは民プロ、H29年はETC2.0データ）の昼間12時間旅行速度を一般交通量調査（H28及びH29速度はH27年値、その他はH22年
値）の昼間12時間交通量で加重平均して算出した交差点の平均流入速度

ピーク時旅行速度 12時間平均旅行速度



（３）主要渋滞箇所の解除

18

３-２ 主要渋滞箇所の解除候補箇所

６．梅島陸橋交差点

環七通り

国 道

１６4

墨堤通り

国 道

１６4

７．千住宮元町交差点

10.2
12.2 11.8 11.3 12.2 11.6 12.1 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

ピーク時

(km/h)

18.4
20.6 19.9 20.3

22.7 23.4 22.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

平均

(km/h)

11.4 10.6 10.2 10.1 9.8 10.7 
11.7 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

ピーク時

(km/h)

18.4 18.4 18.2 18.3 18.7 
20.2 20.4 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

平均

(km/h)

需要予測信号
（H23）

需要予測信号
（H23）

需要予測信号
（H24）

需要予測信号
（H24）

指標

ピーク時旅行速度 ピーク時旅行速度

指標

指標指標

12時間平均旅行速度12時間平均旅行速度

×
× × ×××××

６ ７

需要予測信号導入（H23）もあり、経年で基準をクリア 需要予測信号導入（H24）もあり、経年で基準をクリア

※グラフの速度は、流入区間毎の各年のプローブデータ（H28年までは民プロ、H29年はETC2.0データ）の昼間12時間旅行速度を一般交通量調査（H28及びH29速度はH27年値、その他はH22年
値）の昼間12時間交通量で加重平均して算出した交差点の平均流入速度



（３）主要渋滞箇所の解除

■渋滞対策が実施されていない主要渋滞箇所のうち、5年間継続してモニタリング指標に該当してい
ない箇所が存在 しています。

■対策未実施であるが、直近5年間継続してモニタリング指標に該当していない箇所（13箇所）
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３-２ 主要渋滞箇所の解除候補箇所②

⑦江北陸橋下交差点

③青戸八丁目
交差点

⑥奥戸陸橋下
交差点

⑤長島町交差点

①松原橋交差点

⑩柿ノ木坂陸橋交差点

⑫田園調布
警察前交差点

⑪等々力
不動前交差点

⑨豊玉陸橋交差点
⑬南高木交差点

④岩蔵街道交差点
⑧宮堀交差点

②本田広小路交差点

■主要渋滞箇所のモニタリング指標

（主要渋滞箇所の選定時の平日の旅行速度２要件）

【A】平日昼間12時間平均旅行速度が20km/h以下

【B】平日ピーク時平均旅行速度が10km/h以下

※流入区間毎の各年のプローブデータ（H28年までは民プロ、H29年はETC2.0データ）の昼間12時間旅行速度
を一般交通量調査（H28速度及びH29速度はH27年値、その他はH22年値）の昼間12時間交通量で加重平均して算出した
交差点の平均流入速度

ピーク 平均 ピーク 平均 ピーク 平均 ピーク 平均 ピーク 平均

1 一般国道1号 松原橋交差点 19.5 27.0 20.2 26.7 20.3 26.9 20.8 27.1 22.2 27.2

2 一般国道6号 本田広小路交差点 11.7 22.9 10.2 23.9 10.2 24.1 11.8 25.9 10.5 23.6

3 一般国道6号 青戸八丁目交差点 10.2 22.2 10.5 21.6 10.3 23.8 10.3 26.2 10.3 26.5

4 一般国道16号 岩蔵街道交差点 12.6 20.9 14.7 26.0 11.8 22.5 10.9 23.9 11.5 25.1

5 東京浦安線 長島町交差点 18.4 22.0 16.8 21.2 16.7 22.1 16.8 22.2 16.9 21.4

6 市川四つ木線 奥戸陸橋下交差点 16.0 21.2 16.3 21.9 17.8 23.4 17.5 22.6 17.1 22.1

7 台東鳩ヶ谷線 江北陸橋下交差点 11.9 23.0 11.1 22.3 14.8 23.4 14.7 24.3 14.4 23.0

8 一般国道122号 宮堀交差点 17.9 24.0 17.2 23.9 18.0 25.4 17.6 26.4 16.5 24.8

9 千代田練馬田無線 豊玉陸橋交差点 11.9 21.2 13.1 21.3 13.4 22.0 12.7 22.6 12.3 22.3

10 白金台町等々力線 柿ノ木坂陸橋交差点 13.1 21.5 13.2 22.1 12.7 24.2 12.2 23.4 13.1 22.0

11 環状8号線 等々力不動前交差点 18.6 27.0 17.0 25.4 16.7 25.1 16.4 25.5 18.3 25.2

12 東京丸子横浜線 田園調布警察前交差点 15.0 25.5 15.2 25.2 18.8 25.1 18.7 25.6 19.7 25.1

13 新宿青梅線 南高木交差点 19.6 21.2 21.7 25.5 15.0 20.6 15.4 21.2 18.1 23.2

H29
NO

H25 H26 H27 H28
道路名 交差点名



３-３ 主要渋滞箇所の解除候補箇所（案）の提案

（３）主要渋滞箇所の解除

①これまでのモニタリング結果や対策事業の効果検証を踏まえた結果、対策実施後２年間継続して効果が顕れている７箇所について、主要渋滞箇
所から解除することを提案します。

②また、直近5年間 継続して主要渋滞箇所のモニタリング指標に該当しない１３箇所、ついては、今後、道路管理者および交通管理者・道路利用者
の評価（ヒアリングの実施）を考慮して、解除の検討を行います。

■主要渋滞箇所からの解除候補として20箇所が抽出されました。

番号 路線名 交差点名

１ 環状8号線 蒲田郵便局前交差点

２ 一般国道15号 南蒲田交差点

３ 一般国道357号 環七大井ふ頭交差点

４ 一般国道14号 一之江一丁目交差点

５ 東京市川線 葛西工業高校前交差点

６ 一般国道4号 梅島陸橋交差点

７ 一般国道4号 千住宮元町交差点

①対策実施後、２年間継続して効果が顕れている箇所 ②対策未実施であるが、直近５年間継続してモニタリング
２指標に該当しない箇所
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番号 路線名 交差点名

１ 一般国道1号 松原橋交差点

２ 一般国道6号 本田広小路交差点

３ 一般国道6号 青戸八丁目交差点

４ 一般国道16号 岩蔵街道交差点

５ 東京浦安線 長島町交差点

６ 市川四つ木線 奥戸陸橋下交差点

７ 台東鳩ヶ谷線 江北陸橋下交差点

８ 一般国道122号 宮堀交差点

９ 千代田練馬田無線 豊玉陸橋交差点

１０ 白金台町等々力線 柿ノ木坂陸橋交差点

１１ 環状8号線 等々力不動前交差点

１２ 東京丸子横浜線 田園調布警察前交差点

１３ 新宿青梅線 南高木交差点



（４）渋滞対策検討箇所
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（４）渋滞対策検討箇所
４-１ 渋滞対策検討箇所

対策完了
（29箇所）

対策中
（30箇所）

対策検討中
（64箇所）

モニタ
リング

解除または、

経過観察
（モニタリングの継続）

現状把握

３つの観点で現状を把握
・重度分析（２指標の経年の該当状況）
・ボトルネック性検証
・事業性把握（事故危険箇所）

■直轄国道の主要渋滞箇所（123箇所）について、渋滞対策が未実施または長期対策計画がない
対策検討中の64箇所を渋滞対策検討箇所として、状況を整理しました。

直轄国道
（123箇所）



（４）渋滞対策検討
４-１ 渋滞対策検討箇所
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拡大図

国 道

１６

国 道

１６

国 道

１６

国 道

２０

国 道

２５４

国 道

３５７

国 道

１

国 道

４

国 道

２０

国 道

２０

国 道

６

国 道

６

国 道

１５

国 道

１５

国 道

１５

国 道

４

国 道

４

国 道

１

国 道

１

国 道

３５７

国 道

３５７

国 道

３５７

国 道

１４

国 道

１４

国 道

２４６

国 道

２４６

国 道

２４６

国 道

２０

国 道

２５４

国 道

１７

国 道

１７

拡大図

※解除候補

※解除候補

■位置図
渋滞対策の進捗状況（再掲）

対策検討中
64箇所

対策完了 対策中 検討中

路線名 箇所数 路線名 箇所数

一般国道１号 ９箇所 一般国道１６号 １箇所

一般国道４号 ３箇所 一般国道１７号 ７箇所

一般国道６号 ９箇所 一般国道２０号 １３箇所

一般国道１４号 ２箇所 一般国道２４６号 １１箇所

一般国道１５号 ５箇所 一般国道２５４号 ４箇所

合計 ６４箇所

29
24%

30
24%

64
52%



（４）渋滞対策検討箇所
４-２ 渋滞対策検討箇所の状況
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（１）重度分析（２指標の経年の該当状況）（１５箇所）

○ ５年間（H25～H29）モニタリングをして、いずれの年においても２指標に該当し、渋滞状況が悪い箇所は15箇所該当しました。

国 道

２０

国 道

１

国 道

２０

国 道

６

国 道

１５

国 道

４

国 道

３５７

国 道

１４

国 道

２４６

国 道

２５４

国 道

１７

国 道

３５７

１

２
３

４

６

７

８９
10

11

12

14
15

５

13■主要渋滞箇所のモニタリング指標

（主要渋滞箇所の選定時の平日の旅行速度２要件）

【A】平日昼間12時間平均旅行速度が20km/h以下

【B】平日ピーク時平均旅行速度が10km/h以下

平均 ピーク 平均 ピーク 平均 ピーク 平均 ピーク 平均 ピーク

1 一般国道1号 赤羽橋交差点 14.0 4.8 13.8 4.8 17.3 5.5 13.6 5.5 14.4 5.5

2 一般国道6号 駒形橋西詰交差点 12.8 5.9 12.4 5.6 11.3 5.7 14.1 5.7 13.8 5.7

3 言問橋西交差点 16.2 5.6 15.8 5.6 13.0 6.8 14.5 7.1 15.6 9.4

4 一般国道17号 須田町交差点 14.1 6.2 13.8 6.0 12.9 6.1 12.9 6.2 13.5 7.8

5 一般国道20号 四谷見附交差点 13.9 5.7 14.0 5.9 11.5 6.0 12.1 6.0 14.3 7.1

6 西参道口交差点 11.4 7.2 10.4 6.1 9.1 6.2 9.3 5.4 11.2 5.9

7 下石原交番前交差点 9.2 5.1 9.2 5.6 8.2 5.1 8.0 5.4 9.0 7.1

8 寿町三丁目交差点 16.7 8.2 16.8 9.1 15.1 9.4 17.0 9.4 17.7 9.4

9 本宿交番前交差点 15.5 9.2 15.3 9.0 13.3 9.4 15.8 9.4 15.2 9.4

10 国立インター入口交差点 13.5 6.7 13.2 6.5 11.4 6.1 12.3 5.9 12.3 6.2

11 一般国道246号 青山一丁目交差点 17.7 4.6 17.3 4.4 13.1 6.2 17.1 6.2 17.4 6.2

12 神泉町交差点 15.4 6.6 12.4 5.5 10.8 7.4 10.7 8.0 15.3 9.5

13 瀬田交差点 16.3 7.3 16.7 7.8 17.2 8.0 18.4 7.6 19.1 8.3

14 一般国道254号 熊野町交差点 19.3 5.2 18.0 4.9 10.6 6.4 14.8 6.4 18.1 6.4

15 （仮称）大山西町東交差点 9.4 4.4 14.0 9.0 14.0 6.2 15.9 6.1 18.3 10.0

H29H25 H26 H27 H28
NO 路線名 交差点名



国 道

２０

国 道

１

国 道

２０

国 道

６

国 道

１５

国 道

４

国 道

３５７

国 道

１４

国 道

２４６

国 道

２５４

国 道

１７

国 道

１７

国 道

３５７

非ボトルネック交差点

渋滞 非渋滞

渋滞 渋滞

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所

？
ボトルネック

ボトルネック

ボトルネック交差点

ボトルネック＜先詰り

（４）渋滞対策検討箇所
４-２ 渋滞対策検討箇所の状況
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（２）ボトルネック性検証（２２箇所）

【ボトルネック性検証の考え方】

ボトルネック性
の判定方法

主要渋滞箇所の交差点への直轄国道の流入速度と直轄国道の流
出速度との関係から、その箇所が渋滞の先頭かを判定（ボトルネッ
ク性判定）

ボトルネック
交差点の
判定方法

ボトルネック性を日別・時間帯別に判定し、ボトルネックの割合が
50％以上の交差点を「ボトルネック交差点」と判定

条件 判定結果

流入速度＜流出速度

流出速度＞20km/h
ボトルネック

流入速度＞＝流出速度 先詰り

流入速度＞20km/h 非渋滞

条件 判定結果

ボトルネック割合＞50％ ボトルネック交差点

ボトルネック割合＜50％ 非ボトルネック交差点

双方に該当

○ 渋滞の先頭と思われる（ボトルネック性のある）箇所は２２箇所該当しました。

一般国道1号 日比谷交差点 一般国道17号 須田町交差点

赤羽橋交差点 大和町交差点

西五反田1丁目交差点 一般国道20号 西参道口交差点

一般国道4号 東松下町交差点 上高井戸一丁目交差点

岩本町交差点 下石原交番前交差点

一般国道6号 浅草橋南交差点 寿町三丁目交差点

浅草橋交差点 本宿交番前交差点

蔵前一丁目交差点 国立インター入口交差点

言問橋西交差点 一般国道246号 青山一丁目交差点

一般国道14号 緑一丁目交差点 表参道交差点

一般国道15号 芝五丁目交差点 一般国道254号 熊野町交差点

交差点名路線名 交差点名 路線名

国 道

２０



国 道

２０

国 道

１

国 道

２０

国 道

６

国 道

１５

国 道

４

国 道

３５７

国 道

１４

国 道

２４６

国 道

２５４

国 道

１７

国 道

１７

国 道

３５７

（４）渋滞対策検討箇所
４-２ 渋滞対策検討箇所の状況
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（３）事業性把握（事故危険箇所）（３箇所）

路線名 交差点名
一般国道1号 松原橋交差点

一般国道17号 仲宿交差点
一般国道254号 熊野町交差点

松原橋交差点

熊野町交差点

仲宿交差点

○ 対策検討中箇所のうち３箇所については、「事故危険箇所」として指定（平成２９年１月）されています。



（４）渋滞対策検討箇所
４-２ 渋滞対策検討箇所の状況
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（４）まとめ （３指標による総括表）
○ 渋滞対策検討中箇所については、今後、ピンポイント渋滞対策※の実施を含めて検討します。

路線名 交差点名 重度 ボトル
ネック性 事業性

一般国道１号

日比谷交差点 ●

赤羽橋交差点 ● ●

西五反田１丁目交差点 ●

松原橋交差点 ●

一般国道４号
東松下交差点 ●

岩本町交差点 ●

一般国道６号

浅草橋南交差点 ●

浅草橋交差点 ●

蔵前一丁目交差点 ●

駒形橋西詰交差点 ●

言問橋西交差点 ● ●

一般国道１４号 緑一丁目交差点 ●

一般国道１５号 芝五丁目交差点 ●

一般国道１７号
須田町交差点 ● ●

大和町交差点 ●

仲宿交差点 ●

※ ピンポイント対策とは、交差点改良、区画線改良など、基本的には大きな改良を必要とせず、

少ない費用でスピーディーに対策を実施し、効果を発現させる短期的な対策

路線名 交差点名 重度 ボトル
ネック性 事業性

一般国道２０号

四谷見附交差点 ●

西参道口交差点 ● ●

上高井戸一丁目 ●

下石原交番前交差点 ● ●

寿町三丁目交差点 ● ●

本宿交番前交差点 ● ●

国立インター入口交差点 ● ●

一般国道２４６号

青山一丁目交差点 ● ●

表参道交差点 ●

神泉町交差点 ●

瀬田交差点 ●

一般国道２５４号
熊野町交差点 ● ● ●

（仮称）大山西町東交差点 ●



（５）最新の取り組みと整備効果
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（５）最新の取り組みと整備効果
５-１ 国道３５７号 辰巳交差点のピンポイント渋滞対策 H30.5.25開通
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（５）最新の取り組みと整備効果
５-２ 国道３５７号 有明２丁目交差点のピンポイント渋滞対策

・国道３５７号西行き及び東行きは、有明二丁目交差点を先頭に渋滞が発生

・国道３５７号西行き及び東行きの左折及び直進車線の容量不足

・国道３５７号西行き及び東行きの車線増設（３車線⇒４車線）により容量拡大

交通状況

渋滞要因

対策案

■渋滞要因

■対策案

■旅行速度の状況（期間：H29.4.1～H30.2.28平日）

33.49 14.87

35.25 15.89

35.89 17.48

36.35 19.23

37.27 21.71

38.77 23.96

39.21 26.9

39.41 27.26

40.08 29.32

41.06 31.93

40.83 31.95

41.66 30.82

48.41 44.62 56.83

48.95 43.62 54.82

46.67 38.41 51.6

46.74 37.33 50.45

46.91 37.37 50.82

47.63 39.76 51.39

46.77 37.4 50.8

45.38 34.14 50.73

45.49 33.24 49.75

45.61 33.01 49.72

44.17 29.62 49.56

44.27 33.28 50.57

35.52 # 36 23 # 44.43 42 # 46 20.38 31 58.09 61.9 51.06 # # 43.29 50.9 56 # 24.94

37.85 # 37 21 # 41.23 44 # 42.99 17.43 31 56.67 60.4 46.95 # # 36.79 49.1 50 # 22.55

33.82 # 42 23 # 38.29 38 # 29.32 12.89 31 53.87 57.3 44.09 # # 30.41 45.1 48 # 25.13

33.65 # 40 20 # 37.13 37 # 27.34 12.57 32 53.93 57.4 43.68 # # 26.05 46.6 50 # 25.34

36.63 # 38 20 # 36.12 39 # 26.71 12.6 32 53.92 57.1 43.25 # # 27.43 46.2 48 # 24.53

38.98 # 41 20 # 36.8 41 # 38.28 16.23 32 54.97 58.6 45.21 # # 24.35 47.2 49 # 25.72

40.08 # 34 20 # 37.4 42 # 32.41 14.11 33 54.1 57.5 44.13 # # 23.84 47.4 49 # 24.88

40.46 # 41 19 # 35.86 37 # 23.34 11.68 34 53.17 55.9 41.44 # # 19.92 46 46 # 23.75

38.83 # 38 19 # 35.61 36 # 22.04 11.12 33 53.03 56 41.94 # # 26.94 45.6 44 # 22.19

38.35 # 39 19 # 34.97 34 # 19.3 10.65 33 52.47 54.8 40.19 # # 30.78 45.9 44 # 23.88

38.9 # 41 18 # 34.5 33 # 18.74 10.56 33 52.21 54.1 39.73 # # 30.53 45.6 42 # 22.08

40.52 # 46 21 # 36.01 38 # 26 12.55 35 52.81 55.5 41.8 # # 27.3 45.8 45 # 23.85

41.2 41 15.94 # 48 # 54.65 40 19.38 # 36.85 # 47.2 # 44 49 56.24 45.76

38.51 40 15.8 # 48 # 53.55 39 19.43 # 39.72 # 46.4 # 42 47 55.87 46.18

36.54 36 14.02 # 37 # 49.3 39 17.25 # 28.38 # 39.6 # 38 45 53.42 44.74

28.76 37 12.96 # 30 # 43.51 37 15.33 # 21.67 # 32.5 # 36 44 54.6 44.71

28.78 33 12.86 # 31 # 44.28 36 15.23 # 21.96 # 31.9 # 35 43 53.09 43.91

30.09 34 12.6 # 29 # 40.28 36 15.99 # 25.2 # 35.2 # 37 43 52.84 43.87

31.93 34 14.01 # 34 # 45.58 37 18.25 # 32.36 # 40.8 # 37 44 54.93 45.11

27.73 35 12.66 # 31 # 45.26 38 19.92 # 39.95 # 45.2 # 40 46 56.25 45.36

26.07 35 13.1 # 30 # 44.04 39 22.32 # 46.04 # 49.4 # 42 48 56.9 46.32

27.32 35 12.99 # 28 # 40.72 37 24.38 # 47.19 # 48.8 # 41 48 56.68 45.6

26.38 34 12.78 # 26 # 37.72 37 25.54 # 49.57 # 47.6 # 42 47 55.76 45.93

28.06 38 13.54 # 29 # 41.57 38 27.58 # 53.6 # 52.9 # 45 50 57.9 46.55

潮
風
公
園
南

有
明
二
丁
目

東
雲

辰
巳

有
明
中
央
橋

北
（立
体
）

角
乗
り
橋

東
行
き

西
行
き

30kmより大
30km以下
20km以下
10km以下
データなし

【旅行速度】

主要渋滞箇所

1357

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

有明二丁目交差点を先頭とした速度低下が終日発生

お
台
場
中
央

0 1km

有明二丁目交差点を先頭とした速度低下が終日発生

有
明
二
丁
目

○国道357号西行き
及び東行き
車線を増設し、左折
専用車線を新設

○国道357号西行き
及び東行き
左折及び直進車線
の容量不足

①国道357号西行きの様子

H28.10撮影

H28.10撮影

①

②

H27センサス：43,676台/日※1

出典：ETC2.0プローブデータ(H29.4.1～H30.2.28)
※1H27道路交通センサス日交通量

施工中

②国道357号東行きの様子
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①

②

・H30年1月14日４車線化開通
【平成３０年１月 撮影】

・浅川橋から川口川橋方向を望む
【平成３０年３月 撮影】

■工事の状況

①事業範囲全景 ②稲荷坂～谷野街道入口南交差点

・ 平成３０年１月１４日に中野地区(約０．４ｋｍ)の４車線化開通。
・ 電線共同溝整備に伴う電柱抜柱及び歩道舗装工事を実施。

平成29年3月25日4車線化開通

延長0.6km

平成30年1月14日4車線化開通

延長0.4km

稲荷坂交差点

中野上町交差点

中野山王

４車線開通済

延長1.7km

至相模原市

至昭島市

：事業範囲

平面図

至 瑞穂町

至 相模原市

浅川橋

川口川橋

稲荷坂南交差点

中央自動車道

ひよどり山

中野上町交差点

至 川越

整備前

計画(４車線)

横断図

③稲荷坂交差点

・H30年1月14日４車線化開通
【平成３０年１月 撮影】

③

（５）最新の取り組みと整備効果
５-３ 国道１６号 八王子拡幅
■工事進捗状況
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平成30年3月31日6車線化開通

松原地区 延長1.7km

至 八王子

至

瑞
穂
町

① ②

・武蔵野橋完成
【平成３０年１月 撮影】

■工事の状況

東名高速
至 東京ＩＣ

東名ＪＣＴ

外環道
至 中央ＪＣＴ

・昭島市拝島町から瑞穂町方面を望む
【平成３０年３月 撮影】

①事業範囲全景

・ 平成３０年３月３１日松原地区(約１．７ｋｍ)の６車線化開通。
・ 松原地区(約１．７ｋｍ)において、交差点改良工事、副道・歩道の舗装工事を実施。

：事業範囲

整備前(4車線)

計画(6車線)

平面図 横断図

至相模原市

小荷田交差点

緑街道入口交差点

武蔵野橋南交差点
武蔵野橋

至 瑞穂町

②武蔵野橋付近 ③武蔵野橋北交差点付近

・武蔵野橋北交差点付近の施工状況
【平成３０年６月 撮影】

③

（５）最新の取り組みと整備効果
５-４ 国道１６号 八王子～瑞穂拡幅
■工事進捗状況
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出典：第６回中央道渋滞ボトルネック検討ワーキンググループ
（H29.11.22）資料抜粋

〇平面図

• 上り線 小仏トンネル付近について、付加車線(別線トンネルを含む)の整備に向けて工事用道路の工事に着手、
• 用地測量・用地調査等を実施中。
• 下り線 相模湖付近について、付加車線の整備に向けて関係機関との協議を開始。

凡 例

6車線 4車線
中央自動車道

4車線 圏央道全国渋滞ワーストランキング
第1位の区間大月JCT

八王子JCT

八王子IC

相模湖IC

相模湖東IC上野原IC

大月IC

国立府中IC 高井戸IC

調布IC稲城
IC

府中ｽﾏｰﾄIC
中央自動車道

高尾山IC

八王子西IC 至

新
宿

至

甲
府

至 鶴ヶ島

至 茅ヶ崎 国土地理院の電子国土Webシステムから提供されたものである

主な渋滞箇所

【渋滞対策イメージ】

付加車線

車線 車線

下り線
上り線

車線車線［現 状］

［対策後］ 車線 車線車線車線

下り線 上り線

相模湖付近を先頭に、主に、観光
シーズンの土曜日に渋滞が発生

小仏トンネル

←上野原ＩＣ

相模湖東出口

八王子JCT

八王子ＩＣ→

圏央道

相模湖BS相模湖出口
対策延長（付加車線）
Ｌ＝約２㎞

断面

断面

上り

下り

上り

下り

車線 車線付加車線

○断面図（小仏トンネル）

〇断面図（相模湖高架橋）

対策延長（付加車線） L=約5km

車線運用の
見直し区間
L=約1.5km

別線区間
L=約3.5km

（５）最新の取り組みと整備効果
５-５ 中央道WGの進捗状況報告
①中央道 小仏トンネル付近（上り線）、相模湖付近（下り線）
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• Ｈ２８年から圏央道を直進する交通量が増えたことにより、中央道から延伸してくる渋滞だけでなく、
圏央道八王子JCT付近を先頭とする渋滞が急増。（H27：27,200台/日 H28：36,300台/日）

• 中央道下り線から延伸する渋滞も継続的に発生。

26 31 21 29 390 1 7

83
120

0

50

100

150

200

H25 H26 H27 H28 H29※

内回り渋滞発生回数（回/年）
圏央道八王子ＪＣＴ付近を先頭とす…
中央道から延伸する渋滞

0
31 45 48 410

2
41

83

0

50

100

150

H25 H26 H27 H28 H29※

外回り渋滞発生回数（回/年）
圏央道八王子ＪＣＴ付近を先頭とす…
中央道から延伸する渋滞

渋
滞
増
加

： 中央道から延伸する渋滞
： 圏央道八王子ＪＣＴ付近を先頭とする渋滞

26 32 28

中央道
至

高
井
戸

下り

上り

北向き

南向き

相
模
湖I
C

小
仏
ト
ン
ネ
ル

内
回
り

外
回
り

至 青梅

至 厚木

圏
央
道

至

甲

府

※渋滞定義：
時速40km以下で低速走行あるいは停止発進を繰り
返す車列が、1km以上かつ15分以上継続した状態

※出典：NEXCO中日本渋滞データより分析
※H29についてはH29.9までの集計

※出典：NEXCO中日本渋滞データより分析
※H29についてはH29.9までの集計

112

159

31
47

89
124 渋

滞
増
加

内回り分岐部状況写真
（平日夕方）

（５）最新の取り組みと整備効果
５-５ 中央道WGの進捗状況報告
②八王子JCT（圏央道）付近の渋滞状況
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• 圏央道本線(八王子ＪＣＴ)について、車線運用の見直しを実施済み(平成２９年１２月２０日供用)。

中央道

圏
央
道

至

高
井
戸

至 東名高速

至 関越道

小
仏
ト
ン
ネ
ル

至

甲
府

本線（内回り）：
対策延長
Ｌ＝約１㎞

本線（外回り）：
対策延長
Ｌ＝約１㎞

A-A断面 B-B断面

車線 車線 路肩路肩ゼブラゾーン

車線運用を見直し、
本線を２車線で運用

対策後

中央道へ

中央道から

至 関越道

至 東名高速

B B

現況

至 関越道

至 東名高速

中央道へ

中央道から

A A

■対策の例（内回り）
■位置図

車線 路肩路肩

（５）最新の取り組みと整備効果
５-５ 中央道WGの進捗状況報告
③八王子JCT（圏央道）付近のピンポイント渋滞対策
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平成３０年６月２日現在

注 ：※１区間の開通時期については土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合
※２区間の開通時期については財政投融資の活用による整備加速において用地取得等が順調な場合

※ 首都高速は４車線（湾岸線を除く）

５-６ 東京外かく環状道路（関越～東名）

○ 三環状道路の真ん中に位置し、都心から半径約15ｋｍの地域を結ぶ、延長約85ｋｍの道路。
○ うち、関越道から東名高速間の約16ｋｍ。

（５）最新の取り組みと整備効果

■概要
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（５）最新の取り組みと整備効果
５-６ 東京外かく環状道路（関越～東名）
■計画概要

区 間 ：自）東京都練馬区大泉町
至）東京都世田谷区宇奈根

車線数 ：６車線（片側３車線）
事業化 ：平成２１年度
事業者 ：国土交通省

東日本高速道路（株）
中日本高速道路（株）

Ｌ＝約１６ｋｍ ６車線地下式

中央ＪＣＴ

東名ＪＣＴ

大泉ＪＣＴ
東八道路ＩＣ
（出入口）

目白通りＩＣ
（出入口）

青梅街道ＩＣ
（出入口）

東名ＪＣＴ 中央ＪＣＴ 大泉ＪＣＴ青梅街道ＩＣ
（出入口）

目白通りＩＣ
（出入口）

東八道路ＩＣ
（出入口）

縦断面図

（ＪＣＴ・ＩＣは仮称、開通区間は除く）

標 準 横 断 図

大深度地下

地下
約４０ｍ

約１６ｍ 約１６ｍ

都市計画変更（H19.4）

平面図

○ 地上部への影響を小さくするため、平成19年に高架式から地下方式に都市計画を変更。
○ 大深度地下空間を活用し、大断面（直径15.8ｍ：3車線）のトンネルを構築。
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（５）最新の取り組みと整備効果
５-６ 東京外かく環状道路（関越～東名）
■整備効果（１）
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（５）最新の取り組みと整備効果
５-６ 東京外かく環状道路（関越～東名）
■整備効果（２）

渋滞の解消

安全な生活道路

災害に強いまち

東京外かく環状道路の整備により、
通過交通の都心部への流入を抑制します。

幹線道路の抜け道として、生活道路を利用す
る車が減少します。

目的地までの迂回路が確保されるため、災
害や事故などにより一部区間の普通が生じた
際にも、速やかに移動することが可能となりま
す。
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○ 各ＪＣＴにおいて本線トンネル、ランプトンネル等の工事を実施中。

（５）最新の取り組みと整備効果
５-６ 東京外かく環状道路（関越～東名）
■工事進捗状況
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【開 通 区 間】 東京外環自動車道：三郷南IC(埼玉県三郷市鷹野)～高谷ＪＣＴ(千葉県市川市高谷)

国道２９８号：国道６号（千葉県松戸市上矢切）～国道３５７号（千葉県市川市高谷）

【延 長】 東京外環自動車道：１５．５ｋｍ 国道２９８号：１１．４ｋｍ

【開通IC・JCT】 三郷中央IC、松戸IC、市川北IC、市川中央IC、京葉JCT、市川南IC、高谷JCT

【車 線 数】東京外環自動車道：４車線、国道２９８号：４車線

標準断面図

今回開通区間

全体図

市川中央IC

市川南IC

市川北IC

松戸IC
①

②
③

三郷中央IC

三郷JCT

三郷南IC

国道２９８号 （国道６号～国道３５７号）延長11.4㎞

東京外環自動車道（三郷南IC～高谷JCT）延長15.5㎞

開通区間

延長約1.0km

H20.3開通(2/4車線)

開通区間

延長約3.0km

H21.8開通(2/4車線)

※今回の開通に合わせ、供用中の京葉道路市川ICについて、 ｢京葉市川IC｣に変更しました。

今回開通区間平面図

高谷
JCT京葉市川IC

① 松戸IC付近
まつど

③ 高谷JCT付近
こうや

② 京葉JCT付近
けいよう

平成30年5月撮影 平成30年5月撮影平成30年5月撮影

（５）最新の取り組みと整備効果
５-７ 東京外かく環状道路（千葉区間）
■概要
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湾岸エリアから北関東方面への所要時間が大幅に短縮

【算出条件】 都心ルート： 平成27年度全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査の旅行速度（昼間12時間平均）による所要時間
外環ルート： 開通後１週間（H30.6.4（月）～6.８（金））のNEXCO東日本データから算出した所要時間（昼間12時間平均）（速報値）
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高谷JCT→川口JCT
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約２０分
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約２０分

短縮

○今回の開通により、４つの放射道路（東関東道・常磐道・東北道・関越道）が接続

○千葉の湾岸エリアから、都心を通ることなく北関東各地へアクセス可能になり、所要時間が大幅短縮

・高谷JCT～大泉JCT（関越道） ２０分減（６０分⇒４０分）

・高谷JCT～川口JCT（東北道） ２８分減（５４分⇒２６分）

・高谷JCT～三郷JCT（常磐道） ２８分減（４３分⇒１５分）

（５）最新の取り組みと整備効果
５-７ 東京外かく環状道路（千葉区間）
■都心の交通円滑化・物流の生産性向上
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（データ）NEXCO東日本、首都高速データ（速報値）
開通前 ： H30.5.26（土）～6.01（金）
開通後 ： H30.6.03（日）～6.09（土）

凡例
開通後に増加した断面
開通後に減少した断面

○外環道（④市川中央IC～京葉JCT）の交通量は約４万台

○中央環状線の交通量が東側で約１割減少
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外環道

（５）最新の取り組みと整備効果
５-７ 東京外かく環状道路（千葉区間）
■都内を通過する車両が外環道に転換
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開通前

開通後

データ：交通実態調査（開通前：H30.3.8（木）、開通後：H30.4.5（木））
※開通前の渋滞ピーク時間（朝10時台）

《晴海大橋南詰交差点における渋滞長の変化》

80

180

40 20
0

50

100

150

200

250

都心(銀座)→東雲方面 東雲→都心(銀座)方面

開通前 開通後

① ②

約5割減 約9割減

渋滞長（ｍ）都心エリア
（銀座等）

東雲JCT

晴海 晴海大橋南詰
交差点

晴海三丁目
交差点

豊洲

①

②

■一般利用者からの声■観光バス事業者(㈱はとバス)からの声
• とても便利になりました。銀座も近くなりました。
• 混雑が解消されると嬉しいです。
• 災害に強い道路、インフラを期待しています。

• 晴海線を通行する「TOKYOパノラマドライブ」のツアー
は非常に人気が高く、繁忙期には１日２０便を運行
しています。

• 定時運行の面でも、効果を期待しています。
平成30年4月ヒアリング調査（首都高速道路(株)調べ） 平成30年4月ららぽーと豊洲におけるアンケート調査（首都高速道路(株)調べ）

 晴海出入口は1日当たり約5,000台、豊洲出入口を加えた晴海線全体は約11,000台
 豊洲出入口を利用していた交通の約4割が晴海出入口利用に転換した結果、並行する有明通りの
晴海大橋南詰交差点における渋滞が大幅に緩和

 なお、晴海出入口と接続する晴海三丁目交差点においては渋滞は発生していない
 お客様からも「定時性の向上」「便利になった」等の声あり

（開通後1か月の平日平均）

（５）最新の取り組みと整備効果
５-８ 首都高速 晴海線（晴海～豊洲）
■開通後１ヶ月の利用状況
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 最大通過台数が１割増加し、走行性が向上
 当該区間を先頭とする渋滞損失時間が１割減少し、渋滞が緩和

堀切・小菅JCT間（内回り） 【平成３０年２月２５日４車線化】
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60

4車線化前 4車線化後
0

30

60

4車線化前 4車線化後

（4車線化前） （4車線化後）

４車線化後の状況

渋滞損失時間
（百台・時／日）（百台／時）

最大通過台数

50 53

１割増 １割減29 26

※対象区間：葛西及び両国JCT→堀切JCT

※対象期間：H29.4.3～4.16、H30.4.2～4.15（平日）

※対象区間：堀切JCT→小菅出口

※対象期間：H29.4.3～4.16、H30.4.2～4.15（平日）

改良区間

（５）最新の取り組みと整備効果
５-９ 首都高速 堀切小菅JCT間改良
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 最大通過台数が１割増加し、走行性が向上
 当該区間を先頭とする渋滞損失時間が４割減少し、渋滞が緩和

板橋・熊野町JCT間（内回り・外回り） 【平成３０年３月１８日４車線化】

改良区間

（4車線化前） （4車線化後）

４車線化後の状況

最大通過台数 渋滞損失時間

0

60

120

4車線化前 4車線化後
0

60

120

4車線化前 4車線化後

（百台・時／日）（百台／時）

105 111

１割増 66

41

※対象区間：美女木及び江北JCT→板橋JCT
竹橋及び西新宿JCT→熊野町JCT

※対象期間：H29.4.3～4.16、H30.4.2～4.15（平日）

※対象区間：板橋JCT⇔熊野町JCT

※対象期間：H29.4.3～4.16、H30.4.2～4.15（平日）

内回り 21

外回り 45
内回り 20

外回り 21外回り 49

内回り 57

外回り 54

内回り 56 ４割減

（５）最新の取り組みと整備効果
５-１０ 板橋・熊野町JCT間改良
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（５）最新の取り組みと整備効果
５-１１ 国分寺３・２・８号府中所沢線

※調査日 【開通前】 平成29年2月7日（火）7:00～19:00 【開通後】 平成29年9月13日（水） 7:00～19:00

・周辺道路の渋滞が緩和された。（バス会社）
・多喜窪通りから熊野神社通りまでの移動時間が減少し
た。
・並行する府中街道の移動時間が減少した。
・広い歩道が整備され、安全性の向上に効果があった。
・道路を横断する箇所が減ったため、駅までの距離が長
くなった。
・引続き整備を進めて欲しい。

◎利用者の声

国分寺3・2・8号府中所沢線の約1.1キロメートル区間を平成
29年3月16日に交通開放しました。
これにより、所要時間が短縮されるなど、下記のようなストック
効果※が得られました

南北方向のアクセス性が向上！
甲州街道と五日市街道間の平均所要時間が、約19分から約1７
分になるなど約１割短縮されました。
周辺道路の交通量が減少！
開通区間と並行する府中街道（泉町交差点北側）の交通量が約
1割減少しました。
地元の方々が整備効果を実感！
多喜窪通りから熊野神社通りまでの移動時間が減少した。
広い歩道が整備され、安全性の向上に効果があった。

※ ストック効果：整備された社会資本が機能することによっ
て、継続的に中長期にわたり得られる効果

出典：東京都ホームページ

開通後測定ルート

開通前測定ルート

開通前後測定ルート
（府中街道）
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約１割減少!!

府中街道（泉町交差点北側）の

交通量が約１割減少！



第 6回 東京都移動性向上委員会 議事概要 

日時：平成 29年 7 月 28 日（金） 13:00～15:00 

場所：国土交通省 関東地方整備局 東京国道事務所 15 階会議室 

○議事内容 

  1.渋滞対策の進め方について 

   ・最新の交通状況による分析 

   ・渋滞対策箇所の進捗状況 

   ・主要渋滞箇所の解除 

   ・ボトルネック対策検討箇所 

   ・最新の取組と整備効果 

○議事要旨 

  （１）主要渋滞箇所の解除 

   ・主要渋滞箇所 433 箇所のうち、対策後 2年にわたって主要渋滞箇所のモニタリ

ング指標（平日昼間 12 時間平均旅行速度、ピーク時旅行速度）が基準値をク

リアしている 8箇所、及び立体交差事業により踏切支障が解消された 4箇所に

ついて主要渋滞箇所の解除を議論し、うち 10 箇所を解除することが了承され

た。 

   ・解除を議論した 12 箇所のうち 2 箇所は経過観察とし、引き続きモニタリング

を行うことで了承された。 

  （２）ボトルネック対策検討箇所 

   ・渋滞対策を検討中の主要渋滞箇所において、最新のデータを用いてボトルネッ

ク性を分析し、ボトルネック交差点を優先的に対策候補箇所とする考え方を示

し了承された。 

・抽出されたボトルネック交差点については、現地状況の確認や ETC2.0 プロー

ブデータ解析から渋滞発生要因を確認した結果を報告した。 

以上 

資料 ３


